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そこで AZTを含む 6種の NRTIの ATL細胞株を含む HTLV-1感染細胞株に対する細胞増殖










がoligo DNA 3’末端に結合した ABCを効率よく切り取ることを in vitroアッセイにて確




















を強発現させると ABC 感受性が消失した。一方 Jurkat T 細胞は TDP1 を発現低下させると
ABC感受性を示した。また、TDP1がoligo DNA 3’末端に結合したABCを切り取ることをin 
vitroにて確認し、ATLモデルマウスへの ABC投与は有意に腫瘍増殖を抑え、生存を延長さ
せた。 




 なお、本学位授与申請者は、平成 27 年 8 月 25 日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
 
